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私の研究の歩み

山口 一

大同大学 工学部 建築学科 かおりデザイン専攻

本年（2020年）2月14日に,大同大学にて最終講

義を行いました（写真1～3）。これを機に,私の研

究の歩みを簡単にまとめてみようと思います。私は

名古屋大学理学部にて,生物化学や化学工学分野の

研究を行いました1)。学位論文は,分裂酵母の性的

凝集物質（雌雄でなく,a型とα型の性別が存在する）

の構造解析から,性的な認識機構を解明することで

した。 研究室のライバルには,米国のLeland

Hartwell教授のグループがあり,彼は2001年にノー

ベル生理学・医学賞を受賞しました。この時代に,

非常にレベルの高い研究に携わり,その後の私自身

の研究・開発に大いに役立っています。

清水建設㈱の技術研究所に入社し,バイオマスで

ある排水処理の研究開発からスタートしましたが2),

大学時代の経験を活かし,建築技術と融合した私独

自の新しい研究開発を展開しようと努めました。そ

の中で,本報では「室内環境」に関するテーマを紹

介します。先ず,室内アレルギーの主な原因となる

ダニについて,新規に画像診断システムを開発し,

生きたダニの挙動を解析することで,室内空間や建

材等の評価や予測システムを構築しアレルギー対策

に役立てました3)。カビについても,同様な研究開

発を行いました。

次に感染症防止や製品への微生物のコンタミ防止

のため,放電型光触媒,過酸化水素,次亜塩素酸水

等を活用した微生物・ウィルスの対策や予測システ

ムを開発し4),オフィスをはじめ病院や医薬品・化

粧品製造施設に展開しました。また,再生医療施設

では,DNA交雑物による生成物への影響（品質の悪

化・歩留り低下等）を防止するため,リアルタイム

PCR法によるDNA交雑物の測定法とその分解法に

ついて検討しました。感度はfg（10-15）オーダーと

他の測定法と比較して,非常に精度よく測定が可能

です5)。

室内の臭気対策やシックハウスの原因となるホル

ムアルデヒドや室内化学物質（VOC等）の研究も

勢力的に行いました。多数の新築や既築建物の測定

とデータベース化,小形や大形チャンバーによる建

材や什器等からの放散量（放散速度）の算出や新規

換気システムの開発等を通じ,健康に配慮した建築

を提案しました。この分野に関連したJIS1900シリー

ズのJIS化にも当初から参画しました。特に,半導
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行いました。学内外から多くの方々に参加頂きました。
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体センサーによる室内化学物質の測定,モニタリン

グや本センサーを用いた換気制御による室内化学物

質濃度の低減化は,私の代表する研究の1つとなり

ました6)。7年以上の連続運転,種々の現場での実測

や実証試験等を通じ,開発品は多くの実建物に導入

され高い評価を頂いています。更に,「かおり空調」

や上記の半導体センサーを応用した省エネ型の臭気

対策用空調制御システムを開発しました。これは長

年,建物に関する臭気問題に関するクレーム・コン

サルに携わった成果であり,たとえば,病室では患

者のオムツ交換や食事時に発生する臭気を瞬時に捉

え,臭気が室内に拡散する前に排気するシステムで,

臭気対策には非常に有効です7)。現在は大同大学に

て,色彩,被服,風景,熱環境等とヒトの心理・生理

の関係性について,主に被験者実験を通じ研究を進

めています8)。

最後に,今まで進めてきた研究開発にあたりご指

導・ご鞭撻を賜りました多くの皆様,最終講義の場

を与えて頂きましたかおりデザイン専攻をはじめ本

学の先生方に深謝いたします。
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